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中國文學報既刊線目
（1954年10月第一冊～1960年4月第十二冊）
　1　総　　　記
虚　字　考
伎樂源流考
紹介：人民共和國に於ける世界文學選讃書目
書評：李長之「中國文學史略稿」林庚「中國文學
　簡史」
書評：魚返善雄・高田淳共謹オディル・カルタン
　マルク・ゲキエ「中國文學史」
書評：グレン・バクスタ「中國文學」陳世醸「中
　國文學」小川環樹「中國文學」
書否：斯波六郎「中國文學に於ける孤猪感」
書評：斯波六郎「中國文學における孤猫感」
書評：王力「漢語詩律學」
書評：張相「詩詞曲語齢匿稗」
書諒：彰楚南謹N・1・コンラッド「論漢語」
　2　先秦文學
書評：E・パウンド「詩経」英言睾
左傳の書きかた一その文學的側面について一
　3　漢代文學
項勿の坂下歌について
漢の高組の大風歌について
書評：吉川幸次郎「項羽の塚下歌について」「漢
　の高岨の大風歌について」
質誼の賦について
史記にあらわれた司馬遷の因果雁i報の思想と運命
　観
文學としての孔子世家
書評：賀次君「史記書録」
推移の悲哀一古詩十九首の主題一（上）（中）
　4　三國菅南北朝文學
1玩籍の詠懐詩について（上）（下）
六朝文學に現はれた山水観
「賦得」の意味について
文選挽歌詩考
陸機の傳記とその文學（上）（下）
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1一
　陸機の生涯と「文賦」制作の正確な年代
　播　岳　論
　西菅の詩人張協について
　蹄去來の鮮について
　書評：王瑠編注「陶淵明集」
　書評：葉笑雪「謝霊運詩選」
’劉硫「文心雛龍」文學論の基礎概念の検討
　書評：斯波六郎「文心雛龍原道篇札記」　「文心離
　　§巨木L言己←⇒」
　　5　唐五代文學
　新撰類林抄校讃記
　書評：吉川幸次郎・桑原武夫「新唐詩選績篇」硯海
　　曙「唐詩的醗課」
　盛唐詩人と前代の詩人一盛唐に於ける文學論の一
　　面一（上）（下）
　王維の前牛生
　書評：チャン・インナン，レウィス・ウォルムス
　　レイ「王維の詩」英諜
　李白の樂府について
　書評：王藩「李白」林庚「詩人李白」武部利男「李
　　白小傳」
　書評：黄錫珪「李太白年譜」唐鑓「李白詩文繋
　　年」
　杜詩の封句についての一考察
　杜甫「秋興八首」序説
　杜甫「登岳陽棲」の詩について一「臭楚東南垢，
　　乾坤日夜浮」考一
　王梵志について（上）（下）
　書評：近藤春雄「長恨歌博について」
　元積の盤詩及び悼亡詩について
　沈亜之と小説
　柳宗元の生活饅験とその山水記
　　　書評：施子楡「柳宗元年譜」
　買　　　島
　李賀の詩一特にその色彩について一
　書評：石川一成「李長吉の色彩感畳」李嘉言「李
　　賀與晩唐」　「詞的起源與唐代政治」　「李賀詩校
　　稗」上尾龍介「苦吟と象徴」「李賀と孟郊」「夜
　　の詩人」
　書評：荒井健注「李賀」葉葱奇編訂「李賀詩集」
　杜牧と傳奇
　李義山の無題詩
　温飛卿の文學
　書評：夏承烹「唐宋詞人年譜」
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教坊記辮附望江南菩薩蟹小考
燭背・燈背ということ一讃詞項記一
書評：周紹良「敦煙攣文彙録」
書評：蒋禮鴻「敦燈愛文字義通澤」
紹介：李後主の詞に關する討論
書評：A・ホフマン「李爆の詞」「春花秋月」
　6　宋代文學
書評：銭鍾書「宋詩選註」
書評：孫楷第「論中國短篇白話小論」葉徳均「宋
　元明講唱文學」
書評：胡忌「宋金雑劇考」
詩における比喩の工拙と雅俗一蘇東披の場合一
書評：［歌小牧「愛國詩人陸游」
　7　金元文學
文學としての「董西廟」（上）（下）
書許：顧學韻選註「元人雑劇選」
紹介：關漢卿研究
書評：影弘治刊本「西廟記」王季思校注「西廟記」
　奥暁鈴校註「西廟記」王季思「從鶯鶯傳到西廟
　記」
明七子の先聲一楊維槙の文學観について一
　8　明代文學
王世貞の古文欝説よりの腕化について
衷中郎の性露説
書評：人民文學出版吐「水潜」作家出版肚「水潜」
　人民文學出版杜「水溜全傳」
書評：R・アーウィン「水浩午傳の褒達史」
明の宮廷と演劇
書評：八木澤元「明代劇作家研究」
紹介：最近の中國における琵琶記論争
戯曲荊叙記はいかに改作されているか
「金瓶梅詞話」所引の賓巷について
書評：J・J・L・ドイフェンダク「中國の紳曲」
書評：ビショップ「三言の研究」
書詐：薦夢龍編著顧學額校注「醒世恒言」
　9　清代文學
紅棲夢の構成について
樹人穂呼の使用における「正格」と「破格」につ
　いて一「紅模夢」における文饅論的研究一
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紹介：紅槙夢研究をめぐる批判討論の経過と論黒占
　10現代文學
書評：王璃「中國新文學史稿」
書評：尾坂徳司「中國新文學運動史」
魯迅の小説の一側面一主として作品「藥」につい
　て一
書詐：人民文學出版杜「魯迅全集」増田渉・松枝
　茂夫・竹内好編「魯迅選集」
資料：藤野先生小傳
〈子夜〉について
茅盾文學序説一「腐蝕」を中心として一
書評：加藤平八課茅盾「東洋のリアリズム」
紹介：胡風批判の経過とその論鮎
書評：「浦江清文録」
「家」について一巴金の小説意識についての一考
　察一
「太陽照在桑乾河上」をめぐつて
紹介：丁玲批穿‖について
「百家争鳴」その後
　11比較文學
書評：太田青丘「日本歌學と中國詩學」
「女仙外史」と幸田露件の「運命」
　12　日本漢文學史
隠れたる批評家一清田僧受の批評的業績一
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